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１．ワークショップの目的 

関係者間で合意形成された「第 2次黒部市地域公共交通網形成計画」においては、今後の公

共交通のサービス水準の維持や拡充に向けて、利用促進、効率的な運行体系への見直しを行う

こととされています。 

今回行うワークショップでは、路線バスの見直しの方向性や素案について議論を行うこと

で、その後行われる作業部会、協議会での見直し案に関する議論を円滑に進め、来年度以降実

施される路線バスの見直しにつなげることを目的とします。 

 

 

２．ワークショップ参加組織 

○桜井交通株式会社 

○富山地方鉄道株式会社 

○黒部モビリティサービス株式会社 

○ＹＫＫ株式会社 

○黒部市 都市計画課 
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４．第１回ワークショップ協議結果 

日時 
令和３年７月 13日（火）15：00～16：30 
 

場所 
黒部市役所２Ｆ 市民交流サロン１ 
 

参加者 
桜井交通株式会社：神谷氏、廣木氏  富山地方鉄道株式会社：住田氏  黒部モビリティサービス株式会社：飯村氏、舛田氏  ＹＫＫ株式会社：岡氏  黒部市都市計画課：輿水、櫻田、林 
 

協議結果   



R３.10.４ 第 34回黒部市公共交通戦略推進協議会 報告資料 

  



R３.10.４ 第 34回黒部市公共交通戦略推進協議会 報告資料 

５．今後の主な議論の方向（案） 

 

○運行ルートの見直し  ～ ターゲットの利用実態を踏まえた、運行ルートの見直しによる利用者増 ～ 

・循環ルートの導入検討 

・「通退勤時間帯の速達便」と「おでかけ先を考慮した日中便」の導入検討（緩急分離） 

・ニーズを踏まえたバス停の新設の検討 

・利用の少ないバス停の統廃合の検討 

・冬期間の運行円滑化に向けたルートの検討  など 

 

○ダイヤの見直し  ～ 利用実態を踏まえた、ダイヤの見直し ～ 

・昼間のデマンド化の検討 

・定時ダイヤ化（パターンダイヤ）の検討  など 

 

○新たな利用促進策の導入検討  ～ 利用促進に向けた、新たな取組の検討 ～ 

・コミュニケーション施策の検討（個別訪問、個人時刻表など）  など 

 

○運賃や支払い方法の見直し  ～ 利用促進に向けた、運賃・支払方法の見直し ～ 

・運賃格差の是正策の検討（定額制運賃、共通券、フリー切符など） 

・学割運賃の導入検討 

・電子決済の導入検討  など 

 

○停留場環境の見直し  ～ 利用促進に向けた、停留所環境の見直し ～ 

・サービス水準の検討（QRコード設置による情報収集機会の拡大、バス停上屋設置の検討など） 

・適切なバス停設置場所の検討  など 

 

○車両の見直し  ～ 利用実態を踏まえた、車両の見直し ～ 

・利用実態や既存車両（運転手）を踏まえた、車両の小型化・大型化の検討 など 

 

○運行体制の見直し  ～ 持続的・安定的な運行に向けた、運行体制の見直し ～ 

・運行管理の一元化（運行受託化の検討） 

・（冬期間を中心に）道路管理情報を共有できる仕組みの検討  など 

 

○その他 

・見直し策の優先順位の検討 

・市民等に対する運行事業に関する啓発方法の検討  など 

 

 

 

 


